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『
中
国
の
侵
略
と
イ
ン
ド
』

一

一
九
六
二
年
十
月、
キ
ュ
ー
バ
事
件
と
相
前
後
し
て
起
っ
た
中
共
軍
に

よ
る
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ラ
イ
ン
の
突
破
と
イ
ン
ド
東
北
辺
境
地
区
お
よ
び
ア
ク
サ

紹

介

と

批

評

イ
ヰ
ン
地
区
の
占
領
に
よ
っ
て．
中
印
国
境
紛
争
は
最
恵
の
事
態
を
迎
え
た，

約一
力
月
後
の
中
共
軍
の
撤
退
に
よ
り
危
機
は

二応
去
っ
た
が、

国
境
問
題
は

依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
ま
現
在
に
持
越
さ
れ
て
お
り、
ま
た
こ
の
中
共
草
の

イ
ン
ド
攻
撃
は、
イ
ン
ド
自
身
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も
多
大
の
影
響
を
与
え

ず
に
は
お
か
な
か
っ
た。
こ
の
事
件
は、
キ
ュ
ー
バ
事
件
と
と
も
に
一
九
六
二

年
最
大
の
国
際
的
紛
争
で
あ
り．

従
っ
て、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
は
多

方
面
か
ら
取
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が、
中
共
側
を
し
て
イ
ン

ド
攻
撃
を
敢
行
せ
し
め
た
動
困、
あ
る
い
は
こ
の
事
件
の
園
内
的、
国
際
的
影

響
に
つ
い
て
の
学
問
的
研
究
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
っ
た。
そ
の
怠
味
に
お
い

て、
最
近
イ
ン
ド
に
お
け
る
も
っ
と
も
代
表
的
な
国
際
関
係
研
究
の
学
術
誌
の

一
つ
《
F
Z
gmw江o
g
－

m
g
e
g》
が、
「
中
国
の
侵
略
と
イ
ン
ド」
と
屈
す
る
特

集
号
を
刊
行
し、
a
z
gロ
FY
SH
a
H
50
5
巳
Z
E－
∞
z
e
g
（
以
下
回・
∞・】

ω・）》
所
属
の
学
者、

研
究
者
を
中
心
に、
イ
ン
ド
側
か
ら
み
た
中
共
軍
の
イ
ン

ド
攻
撃
事
件
に
対
す
る
綜
合
的
研
究
を
試
み
た
こ
と
は
時
宜
を
え
た
も
の
と
い

え
よ
う。

本
論
文
の
構
成
は、

編
者
A
・
ア
パ
ド
ラ
イ
の
序
論
に
始
ま
り、
第一
部
背

景（
四
編）、

第
二
部
中
国
の
侵
略
に
対
す
る
世
界
の
反
応（
七
編）、

第
三
部
中

国
侵
略
の
イ
ン
ド
国
内
に
与
え
る
影
響（
二
編）、

第
四
部
イ
ン
ド
外
交
政
策
の

将
来
と
諸
外
国
と
の
関
係、

第
五
部
官
料
（
文
献、
年
表、
地
図）
の
五
部
に

わ
か
れ、
計
二
四
の
論
文
を
収
め
て
い
る。

こ
の
論
文
構
成
か
ら
明
か
な
よ
う
に、
こ
の
書
の
重
点
は、
中
共
軍
に
よ
る

イ
ン
ド
攻
撃
の
与
え
る
国
際
的、

同囲
内
的
影
響
の
研
究
に
お
か
れ
て
お
り、
中

印
国
境
紛
争
発
生
の
歴
史
的
経
緯
或
は
双
方
の
領
有
権
の
根
拠
等
に
関
す
る
研

一
一
九

五一
九）



紹

介

と

批

評

究
に
は、

若
干
の
例
外
を
除
い
て
は
余
り
紙
面
を
さ
い
て
い
な
い．
こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
は、

従
来
既
に
多
数
の
研
究、

紹
介
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
い
っ

て、
本
書
が
そ
の
対
象
を
前
記
の
点
に
絞
っ
た
こ
と
は
当
を
得
た
も
の
と
い
え

よ
う。
た
だ、
出
来
る
だ
け
多
角
的
研
究
を
加
え
よ
う
と
い
う
編
者
の
意
図
は

誠
に
結
構
で
あ
る
が、
そ
の
た
め
か
二
四
の
論
文
の
中
に
は
新
聞
論
評
の
域
を

出
ぬ
論
文
も
多
数
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た。
こ
こ
で

は、
紙
面
の
都
合
も
あ
る
の
で
こ
の
中
で
筆
者
の
注
目
を
惹
い
た
幾
つ
か
の
論

文
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い。

二

巻
頭
の
ア
パ
ド
ラ
イ
（
〉・
〉
冨弱
含
gr
UH
SO
S
吋

S向日
早o
pmm
s
。片

岡田
宮吋
st
ag－
目。
v
s。ロ田
忠
吾O
H－
m－
He
m－）
の
論
文
は、
本
書
の
序
説
的

立
場
か
ら
書
か
れ
た
も
の
で、
彼
は
先
ず
中
共
が
領
有
権
を
主
張
す
る
こ
つ
の

論
拠、

ハ円
中
印
国
境
は、

従
来
両
国
政
府
間
で
正
式
に
画
定
さ
れ
た
こ
と
が
な

い、

白
イ
ン
ド
の
主
張
す
る
国
境
は、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
の
遺
産
で
あ
り、

い
か
な
る
国
も
か
か
る
植
民
地
主
義
の
生
ん
だ
邪
悪
な
結
果
か
ら
利
益
を
受
け

る
権
利
は
な
い、
に
反
論
す
る。

こ
の
第一
点
に
対
す
る
彼
の
反
論
は、
一
九
六
O
年
に
同
誌
第一
巻
四
号
で

《凶
器
g

a
H
E
K由
自
己o
g
s。
Z
2
5
白n
a
『
き
己目。
与
と
題
し
て
詳
し

く
紹
介
さ
れ、
イ
ン
ド
側
の
も
っ
と
も
有
力
な
論
拠
の
一
つ
と
し
て
既
に
広
く

知
ら
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い。
さ
て
第
二
点
に
つ
い
て
彼
は、
イ

ン
ド
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
征
服
は
帝
国
主
義
的
行
為
と
し
て
歴
史
家
が
批
判

し
う
る
と
し
て
も、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
分
水
界
に
ま
で
北
上
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
征
服

過
程
は、
か
つ
て
イ
ン
ド
の
諸
王
朝
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
い
た
地
域
に
イ
ギ

リ
ス
が
支
配
権
を
確
立
し
た
と
い
う
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
っ
て、
イ
ン
ド
国
境

一
二
O

（
五
二
O
）

地
帯
が
イ
ギ
リ
ス
時
代
に
初
め
て
イ
ン
ド
に
編
入
さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と

は、
古
代、
中
世
に
ま
で
遡
り
う
る
多
数
の
史
的
事
実
に
よ
り
証
明
し
う
る
と

し
て
反
論
す
る。

で
は
理
論
的
に
も
歴
史
的
に
も
根
拠
の
な
い
イ
ン
ド
国
境
地
帯
で、
中
国
は

何
故
に
侵
略
を
敢
て
試
み
た
の
か。
こ
の
点
に
つ
い
て
彼
は、

付
圏
内
に
お
け

る
失
敗
か
ら
国
民
の
目
を
そ
ら
し、

己
中
国
政
府
の
力
を
世
界
に
誇
示
し、

且

つ
イ
ン
ド
の
経
済
発
展
計
画
の
挫
折
を
計
り、
ひ
い
て
は
国
民
に
そ
の
政
治
構

造
に
対
す
る
不
信
を
植
え
つ
け
る、
同
イ
ン
ド
の
非
同
盟
が
神
話
で
あ
り、
本

質
的
に
は
西
欧
側
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
共
産
圏
特
に
ソ
連
に
認
識
さ
せ

る、
た
め
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る。

最
後
に
彼
は、
中
国
外
交
政
策
の
底
流
に
強
い
膨
脹
主
義
の
存
す
る
こ
と
を

指
摘
す
る。
一
九
五
四
年
北
京
で
刊
行
さ
れ
た
「
近
代
中
国
簡
史」
に
は、
一

八
四
O
年
か
ら一
九一
九
年
に
か
け
て
帝
国
主
義
に
侵
略
さ
れ
た
「
中
国
国
境

図」
を
示
し
て
い
る
が、
こ
れ
に
よ
る
と
中
央
ア
ジ
ア
の
一
部、
ネ
パ
l
ル、

シ
ッ
キ
ム、
プ
l
タ
ン、
ア
ッ
サ
ム、
ピ
ル
マ、
タ
イ、
マ
ラ
ヤ、
南
北
ヴ
ェ

ト
ナ
ム、
台
湾、
朝
鮮
等
が
こ
の
期
間
に
帝
国
主
義
に
よ
り
中
共
か
ら
奪
わ
れ

た
領
土
と
さ
れ
て
い
る。
要
す
る
に、
中
国
の
目
的
は、
東
南
ア
ジ
ア
に
共
産

主
義
を
拡
大
す
る
ば
か
り
で
な
く、
そ
れ
を
政
治
的、

経
済
的
支
配
下
に
お
く

こ
と
に
あ
り、
中
印
国
境
紛
争
も
こ
の
よ
う
な
中
共
の
対
外
政
策
の
膨
脹
主
義

と
の
関
連
で
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
著
者
の
結
論
で
あ
る。

第一
部
は、
∞
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E
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目
一
冒
騨
遷
9
）
の
四
つ
の
論
文
を
収
め
て
い
る
．
こ
の
う
ち
、
ポ
ブ
ラ
イ
（
¢

ピ
ら
8
互
の
g
曇
貰
イ
O
雪
零
巴
。
暁
旨
Φ
営
＆
導
O
。
毒
亀
。
h
≦
。
髭
》
浮
富
）

の
論
文
は
．
中
国
の
軍
国
主
義
を
批
判
し
た
も
の
で
、
彼
に
よ
れ
ば
一
九
一
一

年
の
革
命
以
来
の
中
国
政
治
史
は
と
り
も
直
さ
ず
中
国
軍
事
史
で
あ
り
、
中
国

の
現
政
権
を
担
う
指
導
者
達
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
国
内
戦
争
と
中
日
戦
争

の
長
い
闘
争
の
中
に
成
長
し
、
一
九
四
九
年
の
共
産
政
権
樹
立
に
至
つ
た
。
こ

の
よ
う
な
経
験
が
今
日
も
な
お
、
か
れ
ら
の
政
策
と
行
動
に
強
い
影
響
を
与
え

て
お
り
、
毛
沢
東
自
身
も
周
知
の
通
り
「
戦
争
は
政
治
で
あ
り
、
戦
争
そ
の
も

の
が
一
種
の
政
治
行
為
で
あ
る
」
と
い
う
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
有
名
な
言
葉

を
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
．
か
れ
ら
の
間
に
は
戦
争
そ
の
も
の
に
対
す
る
嫌

悪
感
は
な
く
、
こ
の
軍
国
主
義
の
伝
統
が
、
一
九
五
〇
年
の
チ
ベ
ッ
ト
占
領
、

一
九
五
〇
i
五
三
年
の
朝
鮮
戦
争
、
一
九
五
四
年
の
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
、
一
九

五
八
年
の
金
門
・
馬
租
戦
、
一
九
五
九
年
の
チ
ベ
ッ
ト
征
服
、
一
九
五
九
年
以

降
の
イ
ン
ド
と
の
紛
争
と
、
絶
え
ず
中
国
の
周
囲
に
緊
迫
し
た
空
気
を
脹
ら
せ

る
原
因
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
と
著
老
は
説
く
。

　
第
二
剖
は
、
目
言
q
巳
一
＆
幹
碧
雷
．
閃
＄
＆
8
（
聾
葺
Q
唇
訂
）
・
弓
箒
評
－

鶏
ひ
一
8
0
、
9
①
Q
o
窮
窟
自
≦
＄
一
爵
o
暁
客
即
鉱
o
器
（
℃
鶏
首
巴
国
仁
9
鶏
∪
緩
y
目
げ
o

閃
銘
＆
g
o
鴎
爵
Φ
ω
o
丘
9
q
巳
8
寒
q
。
夢
臼
○
。
ヨ
ぢ
暮
蓉
の
け
暮
①
ω
（
卑

く
巴
身
導
暮
げ
y
臣
①
閃
＄
＆
。
駐
。
協
白
Φ
の
げ
》
塁
帥
邑
些
Φ
q
卜
”
（
冒
ψ

＞
の
≦
導
一
γ
穿
。
閃
＄
＆
。
霧
。
噛
ω
。
暮
『
浮
警
＞
の
陣
導
Q
o
廻
韓
幕
の
（
＜
諄
巴

の
ぎ
讐
y
評
ざ
誓
弩
ガ
国
＄
隻
§
（
の
房
ぎ
の
置
凶
芦
岳
琶
｛
y
9
ぎ
Φ
ω
Φ
ぎ
奉
巴
。
巨

目
訂
≦
Φ
馨
国
霞
8
①
導
≦
Φ
≦
（
O
Φ
二
廿
零
霞
。
。
ざ
こ
①
Φ
）
の
七
つ
の
論
文
を
収

め
て
い
る
．

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
グ
プ
タ
（
曽
oロ
マ
Ω
q
b
蜜
ゆ
”
O
器
”
3
げ
卑
ゲ
9
暫
リ
ゴ
一
げ
Φ
目
μ
島
暫
づ
9
賃
昌
O
出
O
馬

≦
簿
ざ
＞
融
巴
冨
）
の
論
文
は
、
中
国
の
イ
ン
ド
攻
撃
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府

は
深
い
同
情
を
示
し
、
且
つ
敏
速
に
援
助
に
乗
り
出
し
た
し
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
輿
論
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
に
対
す
る
積
極
的
な
好

意
噂
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
敵
の
敵
は
味
方
」
と
い
う
あ
の
論

理
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
日
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
期
待
し

て
い
る
の
は
、
こ
の
衝
撃
に
よ
つ
て
、
イ
ン
ド
が
そ
の
非
同
盟
政
策
を
転
換
す

る
こ
と
、
ま
た
こ
の
機
会
に
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
長
年
の
争
い
を
解
決
す
る
こ
と

に
あ
る
と
述
べ
、
楽
観
的
と
な
る
の
は
禁
物
で
ア
メ
リ
カ
に
も
慎
重
な
態
度
で

臨
む
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
さ
て
．
中
印
国
境
紛
争
ば
、
紛
争
当
事
国
の
一
方
が
共
産
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
の

一
員
で
あ
り
、
他
方
が
共
産
諸
国
の
大
部
分
と
緊
密
な
関
係
に
あ
る
非
同
盟
主

義
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
共
産
主
義
諸
国
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す

か
は
非
常
な
注
目
を
ひ
い
た
．
こ
れ
は
ま
た
、
北
京
と
モ
ス
コ
：
の
間
に
存
す

る
対
立
の
深
刻
さ
を
測
定
し
、
且
つ
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
非
同
盟
諸
国
に
対

し
て
共
産
主
義
諸
国
が
約
束
し
て
い
る
友
情
の
真
偽
を
測
定
す
る
テ
ス
ト
・
ケ

ー
ス
と
も
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
．
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ア
ナ
ス
（
界
＜
ε
畠
導
暮
亘

い
Φ
9
葭
震
ぎ
の
o
≦
9
＝
一
馨
貫
図
き
α
H
戻
菖
冒
誌
o
扉
暮
些
Φ
・
H
¢
H
¢
）
の
論

文
は
、
こ
の
よ
う
な
兄
弟
国
と
親
友
国
と
の
争
い
に
当
惑
す
る
ソ
連
の
微
妙
な

立
場
を
描
写
し
て
い
る
．
中
国
の
イ
ン
ド
攻
撃
の
当
初
中
ソ
両
国
間
に
存
す
る

争
い
の
た
め
、
ま
た
イ
ン
ド
を
西
側
に
追
い
や
ら
ぬ
た
め
、
予
想
さ
れ
た
ご
と

く
中
立
の
立
場
を
守
り
論
評
を
避
け
て
い
た
ソ
連
も
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
影
響

で
大
き
く
動
揺
し
た
。
即
ち
、
十
月
二
十
五
日
の
プ
ラ
ウ
ダ
、
イ
ズ
ベ
ス
チ
ャ
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紹
介
と
批
評

両
紙
は
従
来
の
沈
黙
を
破
つ
て
中
共
の
三
ヵ
条
平
和
提
案
を
賞
讃
し
、
交
渉
以

前
に
先
ず
侵
略
の
中
止
を
要
求
す
る
イ
ン
ド
の
提
案
を
非
難
し
た
。
こ
の
た
め

ソ
連
は
中
共
支
持
の
立
場
に
踏
切
つ
た
と
一
般
に
は
み
ら
れ
た
が
、
キ
ュ
ー
バ

に
対
す
る
ソ
連
の
態
度
を
中
共
が
激
し
く
非
難
し
た
十
一
月
初
旬
頃
か
ら
ソ
連

の
中
印
紛
争
に
対
す
る
態
度
は
再
び
中
立
的
立
場
に
戻
つ
た
。
中
共
が
イ
ン

ド
を
「
膨
脹
主
義
の
国
家
」
、
「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
者
へ
の
追
従
者
」
と
非
難

し
て
い
た
時
に
、
プ
ラ
ウ
ダ
紙
は
、
「
植
民
地
主
義
と
戦
い
、
平
和
の
た
め
に

戦
つ
て
い
る
有
力
な
国
」
と
イ
ン
ド
を
呼
ん
で
い
た
し
、
十
一
月
十
八
日
に

は
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
で
著
名
な
理
論
家
の
ポ
ノ
モ
リ
エ
フ
が
暗
に
中
共

の
イ
ン
ド
攻
撃
を
非
難
し
て
、
「
吾
人
は
反
帝
国
主
義
闘
争
を
説
き
な
が
ら
、

同
時
に
平
和
と
社
会
主
義
の
た
め
の
戦
い
を
阻
害
す
る
挑
発
的
行
為
を
行
う
こ

と
も
可
能
で
あ
る
」
と
述
べ
注
目
を
惹
い
た
。
ソ
連
の
態
度
を
も
つ
と
も
明
白

に
示
し
た
の
は
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
の
ソ
連
邦
最
高
会
議
に
お
け
る
十
二
月
十

二
日
の
演
説
で
、
彼
は
中
印
国
境
紛
争
に
対
し
て
ソ
連
は
中
立
の
立
場
を
守
る

こ
と
を
明
白
に
繰
返
し
、
更
に
「
も
つ
と
も
複
雑
な
交
渉
で
さ
え
も
戦
争
に
優

る
」
と
述
べ
、
暗
に
中
共
に
自
重
を
要
望
し
た
。
こ
れ
は
中
共
を
著
し
く
償
激

さ
せ
た
が
、
北
鮮
、
北
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ア
ル
バ
ニ
ア
三
国
を
除
く
共
産
主
義
諸

国
は
全
面
的
に
ソ
連
の
立
場
を
支
持
し
、
非
同
盟
主
義
の
尊
重
を
約
し
て
い
る

と
著
者
は
説
明
し
て
い
る
。

　
第
三
編
は
、
H
ヨ
冨
9
亀
爵
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の
汐
マ
ぎ
象
弩
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貰
伍
＞
守
一
鐸
（
o
α
・
客
く
畦
膏
暫
）
の
十
論
文
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅

の
都
合
上
第
四
編
冒
頭
の
ラ
ジ
ャ
ン
の
論
文
の
み
を
紹
介
す
る
．

　
彼
は
、
イ
ン
ド
が
非
同
盟
政
策
を
採
用
し
、
そ
れ
を
今
日
ま
で
守
り
続
け
て

き
た
の
に
は
次
の
よ
う
な
七
つ
の
本
質
的
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
．
す
な
わ

ち
、
e
お
互
に
敵
対
す
る
グ
ル
ー
プ
の
権
力
闘
争
の
中
に
捲
込
ま
れ
な
い
、

⇔
潜
在
的
大
国
（
大
国
と
呼
ば
れ
る
程
の
国
力
は
な
い
が
、
そ
の
巨
大
な
人
、
土

地
、
歴
史
の
故
に
単
な
る
小
国
で
は
な
い
）
と
し
て
の
イ
ン
ド
が
、
国
際
社
会

に
お
い
て
そ
の
国
家
的
独
自
性
を
保
ち
国
威
を
発
揚
す
る
に
は
、
い
ず
れ
か
の

大
国
の
配
下
に
列
す
る
よ
り
も
非
同
盟
を
と
る
方
が
適
し
て
い
る
、
㊧
イ
ン
ド

は
、
現
在
或
は
以
前
に
植
民
地
国
で
あ
り
、
人
種
差
別
を
行
い
、
経
済
的
に
も
政

治
的
に
も
世
界
の
現
状
維
持
に
利
益
を
感
じ
る
西
側
陣
営
に
は
、
感
情
的
に
も

政
舶
的
に
も
参
加
し
え
な
い
が
、
他
方
共
産
主
義
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
イ

ン
ド
人
の
生
活
様
式
、
思
想
と
全
く
相
容
れ
な
い
の
で
、
共
産
陣
営
に
も
参
加

し
え
な
い
、
四
新
独
立
国
と
し
て
の
イ
ン
ド
は
、
感
情
的
に
も
ま
た
現
実
利
益

の
上
か
ら
も
、
世
界
問
題
に
対
し
て
判
断
の
独
自
性
を
保
持
し
、
是
々
非
々
主

義
で
臨
む
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
、
㈲
イ
ン
ド
の
急
速
な
経
済
発
展
の
た
め



に
は
経
済
援
助
を
西
側
か
ら
受
け
る
の
み
で
な
く
、
従
来
余
り
関
係
の
な
か
つ

た
共
産
圏
ブ
・
ッ
ク
と
も
経
済
関
係
を
結
ぶ
こ
と
が
必
要
て
あ
る
、
因
真
理
、

正
義
、
善
と
い
つ
た
も
の
が
、
或
宗
教
、
或
哲
学
体
系
の
独
占
す
る
も
の
で
な

い
と
い
う
信
念
は
、
イ
ン
ド
文
明
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
古
く
か
ら
あ
る
が
、
そ
こ

に
他
の
宗
教
、
哲
学
体
系
に
対
す
る
寛
容
の
精
神
が
生
ま
れ
、
イ
ン
ド
の
非
同

盟
の
哲
学
的
、
文
化
的
背
景
と
な
つ
て
い
る
、
㈲
い
ず
れ
か
の
陣
営
に
所
属
す

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
イ
ン
ド
の
国
内
的
紛
糾
を
避
け
る
。

　
ラ
ジ
ャ
ン
の
第
二
の
論
点
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
且
つ
育
く
ま
れ
て

ぎ
た
非
同
盟
に
対
し
て
、
中
共
軍
の
イ
ン
ド
攻
撃
が
捲
起
し
た
疑
惑
と
批
判
に

つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
非
同
盟
が
外
部
の
侵
略
に
対
す
る
保
障
と
な

ら
な
か
つ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
西
欧
と
同
盟
し
て
い
る
国
に
対
す
る
共
産

主
義
諸
国
に
よ
る
侵
略
の
事
実
が
従
来
皆
無
で
あ
つ
た
こ
と
を
例
に
非
同
盟
の

無
効
を
主
張
す
る
立
場
で
あ
る
．
国
外
て
も
最
近
マ
ク
ミ
ラ
γ
首
相
や
池
田
首

相
が
、
中
立
は
侵
略
の
保
障
と
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
中
立
主
義
は
国
際
社
会

に
お
い
て
非
現
実
的
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ

は
国
際
政
冶
の
本
質
と
実
態
を
余
り
に
単
純
化
し
た
見
方
で
あ
つ
て
、
今
日
の

国
際
社
会
に
お
い
て
は
、
非
同
盟
が
侵
略
に
対
す
る
保
障
と
な
ら
な
い
の
と
同

様
同
盟
も
ま
た
決
し
で
、
侵
略
の
保
障
た
り
え
な
い
。
イ
ン
ド
は
非
同
盟
に
よ
つ

て
も
同
盟
に
よ
つ
て
も
自
己
の
絶
対
的
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
あ
つ
て
、
と
す
れ
ば
新
た
な
敵
を
創
造
し
な
い
と
い
う
点
か
ら
い
つ
て
も
従

来
の
非
同
盟
を
続
け
る
方
が
優
れ
て
い
る
で
．
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
非
同
盟
に
対
す
る
第
二
の
批
判
は
、
イ
ン
ド
が
共
産
主
義
国
の
一
つ
で
あ
る

中
国
の
攻
撃
を
受
け
た
以
上
．
も
は
や
非
同
盟
政
策
を
捨
て
、
西
欧
陣
営
に
走

　
　
　
紹
介
と
批
評

り
そ
の
全
面
的
援
助
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
．
こ
れ
に
対

し
て
著
者
は
、
だ
が
こ
こ
で
心
す
べ
き
は
、
ネ
ー
ル
首
相
も
い
う
ご
と
く
、
我

々
の
敵
対
し
て
い
る
の
は
中
国
の
拡
張
主
義
に
対
し
て
で
あ
つ
て
、
共
産
主
義

の
拡
張
主
義
に
対
し
て
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
共
産
諸
国
で
も
大
部

分
の
国
は
、
依
然
と
し
て
非
同
盟
政
策
を
承
認
、
尊
重
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で

あ
つ
て
、
我
々
が
今
慌
て
て
非
同
盟
政
策
を
捨
て
る
こ
と
は
、
徒
ら
に
ソ
連
を

は
じ
め
と
す
る
共
産
諸
国
を
刺
戟
し
、
ま
た
多
く
の
非
同
盟
諸
国
の
友
好
関
係

を
失
う
こ
と
と
な
る
の
み
で
あ
る
。
他
方
、
西
欧
側
特
に
ア
メ
リ
カ
に
し
て

も
、
軍
事
兵
器
面
の
急
速
な
技
術
的
進
歩
の
結
果
、
そ
の
軍
事
同
盟
者
を
求
め

る
の
に
か
つ
て
ほ
ど
熱
心
で
は
な
い
。
両
ブ
ロ
ッ
ク
が
と
も
に
非
同
盟
の
尊
重

を
明
か
に
し
て
い
る
今
日
、
イ
ン
ド
が
自
ら
そ
の
放
棄
を
告
げ
る
必
要
は
全
く

な
い
と
彼
は
考
え
る
．

　
次
い
で
著
者
は
第
三
の
論
点
に
移
り
、
三
つ
の
点
か
ら
イ
ン
ド
政
府
の
対
中

共
政
策
の
欠
陥
を
批
判
す
る
。
先
ず
政
府
当
局
者
が
、
冷
戦
の
ど
ち
ら
の
ブ
ロ

ッ
ク
に
も
属
し
な
い
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
イ
ン
ド
は
い
か
な
る
脅
威
か
ら

も
安
全
で
あ
り
、
中
国
が
我
々
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
誤
つ
た
仮
定
と
相
ま
つ
て
、
更
に
イ
ン
ド
に
と
つ
て
不

幸
だ
つ
た
こ
と
は
、
強
力
な
軍
備
を
設
け
る
こ
と
は
隣
邦
を
刺
戟
し
、
平
和
愛

好
国
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
こ
わ
す
と
考
え
る
空
気
が
政
策
決
定
者
の
間
に
支

配
的
だ
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
非
同
盟
と
非
暴
力
と
は
異
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属

し
、
前
者
は
政
治
政
策
で
あ
り
、
後
者
は
道
徳
上
の
主
義
で
あ
る
こ
と
、
即
ち

非
同
盟
が
無
軍
備
を
意
味
し
な
い
こ
と
は
一
一
．
・
う
ま
で
も
な
い
。

　
政
府
当
局
者
の
お
か
し
た
第
二
の
誤
り
は
．
わ
が
外
交
政
策
の
手
段
た
る
べ
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紹
介
と
批
評

き
非
同
盟
を
恰
も
目
的
た
る
か
の
ご
と
く
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。
最
近
ネ
ー
ル

首
相
は
「
我
々
が
非
同
盟
を
放
棄
す
れ
ば
、
そ
れ
は
重
大
な
る
道
徳
的
敗
北
を

意
味
す
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
か
つ
て
ダ
レ
ス
が
．
中
立
主
義
は
非
道
徳

的
で
あ
る
と
非
難
し
た
の
と
同
じ
く
、
非
同
盟
を
目
的
視
す
る
こ
と
か
ら
き
た

誤
り
で
あ
る
。
非
同
盟
は
、
我
々
の
国
家
的
利
益
を
増
大
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
反
す
る
時
に
は
他
の
政
策
に
転
ず
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
つ
て
政
治
的
便
宜
主
義
と
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　
イ
ン
ド
政
府
当
局
者
の
犯
し
た
第
三
の
重
大
な
誤
り
は
、
非
同
盟
が
戦
時
中

の
中
立
と
異
り
、
本
質
的
に
は
平
和
時
の
政
策
で
あ
る
こ
と
の
誤
解
で
あ
る
。

一
九
六
二
年
十
二
月
ネ
ー
ル
首
相
は
「
非
同
盟
政
策
は
平
和
時
と
同
様
戦
時
に

も
適
用
し
う
る
、
い
や
戦
時
に
一
層
よ
く
適
用
し
う
る
と
言
え
よ
う
」
と
述
べ

た
が
、
こ
れ
は
非
同
盟
の
本
質
を
見
誤
つ
た
も
の
で
．
戦
時
に
イ
ソ
ド
が
そ
の

敵
と
戦
う
者
と
同
盟
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
戦
時
中
他
国
か
ら
軍
事
援
助
を
う

け
、
或
は
軍
事
同
盟
を
結
ぶ
こ
と
が
非
同
盟
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
こ
の
点
イ
ン
ド
政
府
が
、
中
国
の
侵
略
の
初
期
に
非
同
盟
主
義

と
抵
触
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
外
国
の
援
助
を
う
け
る
こ
と
を
た
め
ら
つ
て
い
た

の
は
遺
憾
で
あ
つ
た
。

　
概
略
以
上
の
よ
う
に
非
同
盟
の
性
格
、
非
同
盟
反
対
論
の
紹
介
お
よ
び
イ
ン

ド
政
府
の
対
中
共
政
策
の
批
判
を
試
み
た
の
ち
著
者
は
、
中
国
の
侵
略
と
い
う

試
錬
の
前
に
立
た
さ
れ
た
今
日
と
い
え
ど
も
、
非
同
盟
政
策
の
是
非
を
吟
味
し

直
す
必
要
は
全
く
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
つ
て
、
再
検
討
す
べ
き
は
非
同
盟
政

策
で
は
な
く
、
そ
の
政
策
に
対
す
る
我
々
の
理
解
の
仕
方
と
と
る
べ
き
態
度
に

　
　
　
　
あ

あ
る
、
と
結
論
し
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四
　
　
　
（
五
二
四
）

　
三
　
中
印
国
境
紛
争
特
に
今
次
の
中
国
の
イ
ン
ド
攻
撃
に
際
し
て
ソ
連
の
と

つ
た
態
度
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
支
持
を
積
極
的
に
打
出
さ
な
か
つ
た
こ
と
に

不
満
を
抱
く
向
ぎ
も
イ
ン
ド
国
内
に
は
か
な
り
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
書
の
執
筆

者
達
は
大
体
に
お
い
て
中
共
と
軍
事
同
盟
関
係
に
あ
る
ソ
連
に
中
立
以
上
の
こ

と
を
望
む
の
は
無
理
と
考
え
、
現
在
の
ソ
連
の
態
度
に
満
足
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
ま
た
イ
ン
ド
政
府
筋
の
意
向
と
も
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
一
方
此
事
件
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド

内
に
も
種
々
の
受
取
り
方
が
あ
り
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の

は
、
イ
ン
ド
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
強
力
な
軍
事
援
助
が
、
当
面
は
イ
ン
ド
の

国
防
上
必
須
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
究
極
的
に
は
ア
メ
リ
カ
と
イ

ン
ド
の
軍
事
同
盟
へ
の
導
火
線
と
な
り
、
イ
ン
ド
の
中
立
主
義
を
危
険
な
ら
し

め
る
の
で
は
な
い
か
、
換
言
す
れ
ば
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
警
告
し
た
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
の
軍
事
援
助
が
イ
ン
ド
に
と
つ
て
帝
国
主
義
の
首
枷
と
な
る
か
否
か

に
つ
い
て
議
論
が
分
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
集
で
も
、
グ
プ
タ
の
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
の
輿
論
は
イ
ン
ド
が
こ
れ
を
機
会
に
そ
の
非
同
盟
政
策
を
捨
て
去
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
伝
え
る
者
が
あ
る
一
方
、
ラ
ジ
ャ
ン
や
ヴ
ェ
ン
カ
タ
ラ

マ
ニ
ら
は
、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
駐
印
大
使
の
言
葉
な
ど
を
引
用
し
つ
つ
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
援
助
が
イ
ン
ド
の
非
同
盟
政
策
に
影
響
を
与
え
る
危
険
は
全
く
な
い
と

主
張
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
援
助
が
イ
ン
ド
の
外
交
政
策
に
い
か
な
る
影
響

を
与
え
つ
つ
あ
る
か
は
、
中
国
の
イ
ン
ド
攻
撃
の
生
ん
だ
最
大
の
問
題
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
人
自
身
よ
り
も
む
し
ろ
客
観
的
立
場
に
あ
る
我
々
に
課
さ

れ
た
研
究
課
題
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
此
事
件
に
よ
つ
て
暴
露
さ
れ
た
中
共
に
対
す
る
国
防
面
で
の
欠
陥
は
、
政
府



当
局
者
の
怠
慢
と
し
て
本
書
で
も
鋭
く
批
判
さ
れ
て
い
る
．
確
か
に
、
国
連
統

計
資
料
を
み
て
も
、
一
九
五
七
f
五
九
年
度
の
国
民
総
生
産
に
占
め
る
イ
ン
ド

の
軍
事
費
の
比
率
二
・
四
％
は
、
ビ
ル
マ
の
七
・
三
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
％
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
四
・
六
％
．
ユ
ー
ゴ
の
九
％
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
四
・
七
％
等

と
比
べ
て
少
な
い
し
、
ま
た
政
府
首
脳
部
に
、
よ
も
や
中
共
軍
が
イ
ン
ド
を
攻

撃
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
い
う
油
断
が
あ
つ
た
こ
と
も
明
か
で
．
あ
ろ
う
．
し

か
し
、
敗
戦
の
責
を
負
つ
て
国
防
相
を
辞
し
た
メ
ノ
ン
が
、
「
独
立
以
後
急
速
な

経
済
発
展
を
至
上
命
令
と
し
た
イ
ン
ド
に
と
つ
て
、
軍
事
予
算
を
出
来
る
だ
け

削
減
し
て
経
済
五
ヵ
年
計
画
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
つ
た
」
　
（
＜
ー

閑
。
国
誘
ゲ
冨
竃
Φ
ぎ
互
H
＆
宣
導
α
募
。
O
耳
一
Φ
零
一
β
＜
舘
一
。
p
ω
。
琶
σ
呂
」
8
ω
’

す
o
。
O
）
と
述
べ
て
い
る
の
も
、
一
概
に
敗
者
の
弁
と
し
て
片
附
け
ら
れ
な
い
真

理
の
一
而
を
物
語
る
も
の
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
．
国
家
の
繁
栄
と
国
防
と
の

相
関
関
係
は
、
現
実
政
治
の
分
野
で
は
今
日
で
も
依
然
と
し
て
為
政
者
の
心
す

ぺ
き
最
重
、
要
の
問
題
で
あ
る
．

　
最
後
に
紹
介
し
た
ラ
ジ
ャ
ン
の
イ
ン
ド
政
府
に
対
す
る
批
判
は
必
ず
し
も
当

つ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
．
殊
に
、
第
二
、
第
三
の
批
判
に
つ
い
て
は
、

彼
が
ネ
ー
ル
首
相
の
言
を
果
し
て
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
疑
問
に
感
じ
る

人
も
多
か
ろ
う
．
し
か
し
、
従
来
温
室
育
ち
を
し
て
き
た
後
進
国
の
非
同
盟
主

義
が
、
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
重
大
な
試
錬
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
．
イ
ン
ド
外
交
政
策
の
基
調
は
、
非
同
盟
主
義
、
国
連
中
心
主
義
、
反

植
民
地
主
義
の
三
本
の
柱
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
ぎ
た
が
、
先
に
ゴ
ア
武
力
進
駐

に
よ
つ
て
そ
の
国
連
中
心
主
義
と
反
植
民
地
主
義
の
間
の
矛
盾
を
痛
烈
に
批
判

さ
れ
た
イ
ン
ド
が
、
今
度
は
中
共
の
イ
ン
ド
攻
撃
と
い
う
事
件
に
よ
つ
て
は
か

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ら
ず
も
そ
の
非
同
盟
政
策
の
実
態
と
行
方
を
世
界
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ

た
。
イ
ン
ド
と
そ
、
の
非
同
盟
主
義
は
今
や
重
大
な
運
命
の
岐
路
に
さ
し
か
か
つ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

一
二
五

（
松
本
三
郎
）

（
五
二
五
）


